





























































The association between internet using and relationships 















































































































































































































































































































































質問項目 1 2 3 4
第１因子：親との対面交流減少
親と同じ時間を共有することが減った .730 .130 －.006 .032
親と一緒にいる時でも会話することが減った .687 .224 －.097 .172
親に物事を聞く機会が減った .633 .186 .109 .133
親に言えないことが増えた .527 .074 .031 .216
自分の部屋にこもることが増えた .498 －.028 －.017 .181
第２因子：ネットを通した親との交流増加
親と会話しやすくなった .250 .665 .299 －.043
親に自分の気持ちを伝えやすくなった .371 .613 .248 －.048
親と一緒にゲームするようになった .057 .468 .139 .126
親とネットに関わる料金のことでもめるようになった .156 .433 －.049 .368
第３因子：親との連絡のとりやすさ
親に頼みごとをしやすくなった .073 .239 .655 .050
親と情報を共有しやすくなった －.109 .351 .571 .022
親に機器の使い方を教えるようになった －.043 .104 .462 .163
親に帰宅時間を連絡しやすくなった .129 －.112 .425 －.102
離れている親と連絡をとりやすくなった －.062 .240 .344 .056
第４因子：親からの干渉
親に干渉されていると感じるようになった .341 .136 .059 .677
親からネットの利用時間について忠告を受けるようになった .335 －.002 .136 .606





































































































































質問項目 1 2 3 4 5
第1因子：ネットへの囚われ
ネットが友達より重要な存在である .825 .194 －.018 .045 －.076
ネットをやっていないときもやっているような幻覚を覚えたことがある .810 .149 .023 －.098 －.103
現実の人よりネットで知り合った人が、私によくしてれる .757 －.072 .145 .215 .151
ネットするときが心が一番ほっとする .754 .316 .131 .138 －.130
ネットをやっていないときもネットの音が聞こえたり、ネットしている夢を見る .735 .192 .016 .035 .023
実生活で出会う人よりネット上で出会う人のほうがよりよく理解できる .724 －.021 .092 .264 .116
ネットをするため遅刻したり、授業を休んだりした .663 .209 .158 －.075 .033
ネットができないと他のことに集中できない .658 .418 .264 .058 －.166
ネットして非道徳的なことをすることがある .652 .144 .109 .044 .142
オフライン状態よりオンライン状態のほうが私を理解してくれる人が多い .616 .049 .194 .142 .211
ネットの接続を切断するときに憂うつな気持ちになる .595 .359 .361 －.097 .063
ネット上のことで不安がある .583 .068 .326 .189 .099
ネット使用のためお金をたくさん使う .579 .122 .051 .129 .088
ネットをした後はぼんやりして危ない感じがした .564 －.083 .380 .078 －.151
常にネット上のことが心配で気になる .555 .216 .250 .229 .137
ネットしないとイライラして気持ちが落ち着かない .554 .428 .250 .212 －.151
ネットのできないときや使用後は時々むなしくなる .483 .396 .382 .113 .082
ネットではすぐ必要な情報が得られるので便利だ －.372 .092 .133 .198 .343
第2因子：ネット欲求
ネットに接続できないと欲求不満になる .278 .666 .055 .318 .191
二度とできないと思うととても耐えられない .161 .648 .174 .149 .075
ある程度のネットの接続時間がないと満足できない .173 .648 .202 .271 .089
使用が原因で実生活上問題が発生しても使用をやめられない .353 .620 .245 .131 .183
ネットがないことは考えられない .005 .559 .083 .292 .104
ネットができなくなるとどこでもいいから一刻も早く使える環境に行きたい .393 .504 .294 .201 .063
第3因子：ネットの実生活への影響
する時間を短くしようと試してみて失敗したことがある .129 .196 .657 .108 －.115
計画していたことをやらなかったことがある .171 .178 .563 .071 .245
ネットを深夜までしてしまい、睡眠不足になった .162 .199 .532 .153 .246
ネットに熱中し成績が落ちた .453 .201 .500 .084 .120
常に使用時間を減らすべきだと考えている .026 －.01 .472 －.008 －.080
ネット使用で生活が不規則になった .113 .244 .454 .200 .236
ネットし過ぎで視力など問題が出た .203 .202 .332 .070 .175
ネットすると気分がよくなり興味津津になる .070 .013 .307 .120 .095
第4因子：ネット利用によるストレス解消
ネットができないと生活は退屈で面白くない .131 .504 －.038 .662 .175
ネットすると楽しい －.122 .235 .174 .589 .255
ネットすると嬉しい .108 .147 .164 .589 .102
ネットがないと人生そのものが面白みがなくなる .235 .334 －.051 .565 －.050
ネットをしている間はとても自由だと思う .149 .140 .158 .545 .141
ネットをするとストレスが全部解消されたように思う .441 .114 .188 .541 －.105
ネットは退屈さを解消してくれる －.053 .128 .226 .384 .303
第5因子：交流手段
ネットを通してコミュニケーションができる .024 .116 .091 .061 .816
ネットは交流の手段である －.007 .195 .130 .140 .658
オンラインで友達を作ったことがある .310 －.035 －.003 .193 .444






































































Pearson の相関係数 .943** .742** .645** .560** .325**




利用時間 M SD t値
インターネット依存傾向得点
低群 90.663 30.153 －3.297*















































利用時間 M SD t値
親との対面交流減少
低群 3.147 1.131 －1.576
高群 3.471 1.157
ネットを通した親との交流増加
低群 2.785 1.139 －2.179*
高群 3.237 1.195
親との連絡のとりやすさ
低群 4.923 1.179 －.841
高群 5.067 .830
親からの干渉







親との対面交流減少 Pearson の相関係数 .278* －.185 .113 .299*
有意確率 (両側) .000 .022 .159 .000
ネットを通した親
との交流増加
Pearson の相関係数 .080 .258* .241* .224*
有意確率 (両側) .316 .001 .002 .005
親との連絡のとり
やすさ
Pearson の相関係数 .025 .433** .194* .026
有意確率 (両側) .751 .000 .015 .746
親からの干渉 Pearson の相関係数 .520** .046 .189 .070




















































親との対面交流減少 Pearson の相関係数 .500** .356** .428** .268* .207*
有意確率 (両側) .000 .000 .000 .001 .010
ネットを通した
親との交流増加
Pearson の相関係数 .438** .248* .180* .226* .275*
有意確率 (両側) .000 .002 .025 .004 .001
親からの干渉 Pearson の相関係数 .395** .220* .351** .050 .182
有意確率 (両側) .000 .006 .000 .532 .024
親との連絡のとり
やすさ
Pearson の相関係数 .077 .197 .140 .272* .373**









親が子を支配する Pearson の相関係数 .294* .064 .109 .015 .066
有意確率 (両側) .000 .424 .176 .853 .413
子が困った時に
支援する
Pearson の相関係数 －.011 .014 .050 .109 0.053
有意確率 (両側) .892 .866 .539 .176 0.523
親が子を頼る Pearson の相関係数 .186* .062 .063 .093 .205*
有意確率 (両側) .022 .441 .436 .247 .011
親が子に無関心 Pearson の相関係数 .479** .326** .136 .193* .077
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